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ⅰ. 表題 

重度⻭周炎患者に対する全顎的治療計画の模索  
 
ⅱ. 発表者⽒名 所属機関 

 影下 裕晃  添島⻭科クリニック  
 
ⅲ. 略歴  

2014 年  東京⻭科⼤学⻭学部 卒業 
2015 年  九州⼤学病院 臨床研修 修了 
2015 年  九州⼤学病院⼝腔総合診療科 勤務 
2016 年  添島⻭科クリニック 勤務 

 
ⅳ. 所属団体  

⽇本臨床⻭科医学会 熊本⽀部  
 
ⅴ. 抄録本⽂  

 全顎修復治療の場合、必要かつ⼗分な基礎資料を採得し、診査診断を⾏
い、治療ゴールを定め、⼀⼝腔単位での治療を⾏うことが重要である。そ
の場合、⼀⻭単位での正確な診査診断と処置の積み重ねが包括的アプロー
チの成功につながる。 
しかしながら経験の浅い⻭科医師の場合、適切な診断以前に処置を⾏い、 
その結果、治療に⾏き詰まることがある。 
今回は重度⻭周炎患者に対し、⾃ら基礎資料を採得し全顎治療を進めたも

のの診査診断が不⼗分であったために治療を仕切り直ししたケースについ
て発表する。 
現在⻭周初期治療が終了し、修復予定⻭をテンポラリークラウンに置き換
えた状態であるが、症例に対する改善点や反省を含め発表する。 
スライド内容から、構成、発表の態度まで、諸先⽣⽅の温かいご指導をい
ただければ幸いです。 

 


